
2023 年度中国地域 U-18 審判員強化研修会報告 

 

（一社）中国サッカー協会審判委員会 

ユース審判員部会長 辻村俊司 

 

日 程 2023 年 8 月 4 日（金）、5 日（土） 

場 所 水島緑地福田公園サッカー場人工芝 A・B 

審判員 大嶋紗弥・中村日優（岡山県）、岡崎敬太郎（広島県）、馬野夢太（鳥取県）、 

佐野生昂（島根県）、大田琉生・保坂孝隆・来海孝幸（山口県） 

指導者 古村英治（岡山県）、山本亮平（広島県）、石川晶一朗（山口県）、福田秀孝（島根県）、 

    門原広憲（鳥取県）、辻村俊司（ユース審判員部会長）、江角直樹（中国地域 RDO） 

備 考 オンラインによる事前研修会 7 月 31 日（月）２０時～ 

強化研修会のターゲット「良いポジショニングの追求」について 

 

辻村俊司 期間 7月26日

大会

■試合会場

■宿泊場所

■会議室

集合

時間 終了予定

7:15 朝食

8:15

 9:30　① 実技研修

振り返り

10:45　② 実技研修

11:10 振り返り

12:１0　① 実技研修 12:00　③ 実技研修

振り返り 振り返り

13:15　④ 実技研修

13:30　② 振り返り

振り返り

14:30

15:00　③ 15:00

16:20  ④

17:30

18:00

20:00

21:00

食事

両日とも昼食は各自で用意

ユース審判員部会

実技研修

実技研修

後片付け・更衣 夜の研修会

備考

夕食は各自（感染症対策）

会場/環境

【2023年中国地域U-18審判員強化研修会）　活動予定】

中国協会 ユース審判員部会 ８月４日（金）～5日（土）

開催場所 倉敷市 第２７回西日本サッカーフェスティバル

古村（岡山）、山本（広島）、石川（山口)、福田（島根）４日のみ、門原（鳥取）

審判員

大嶋　紗弥・中村日優（岡山）、岡崎啓太郎(広島)、馬野夢太（鳥取）

佐野生昂（島根）、大田琉生・保坂孝隆・来海考幸（山口）

「ホテル１-２-３倉敷」　倉敷市老松町２－１２－１５

同ホテル内レンタルスペース

11:10

８月４日（金） ８月５日（土） 15:00

水島緑地福田公園サッカー場（人工芝）A・B

備品 プロジェクター、パソコン、ビデオ、ビデオ三脚

参加者名

指導者
インストラクター

辻村（ユース審判員部会）、江角RDO

7
宿舎

「ホテル１-２-３倉敷」

8
倉敷市老松町2-12-15

（086）430-3939試合準備・打ち合わせ

出発・宿舎から移動

9
会場までのアクセス

水島緑地福田公園サッカー場（人工芝）A・B

10
倉敷市福田町古新田１０２７

倉敷駅からバスで３０分

11
集合・開講式

試合準備・打ち合わせ

まとめ・閉講式

12

13

14

15

16
実技研修

振り返り

振り返り

19

17
費用負担について

ホテルへ移動 中国サッカー協会審判委員会

20

18
夕食（各自）

日程の概要

21

講義終了・諸連絡

・「試合の振り返り分析」

ホテル１-２-３倉敷

審判員・        

研修会

福田公園サッカー場
A会場：プール側人工芝
B会場：テニス側人工芝

 



1日目 福田公園サッカー場A（プール側人工芝）

月日 曜日 時間 主審 副審１ 副審２ 指導者

12:10 倉敷青陵 ： 松江南 岡崎 啓太郎 相互 保坂　孝隆 石川 晶一朗

13:30 倉敷青陵 ： 境 来海　考幸 相互 相互 古村  英治

15:00 玉野光南 ： 松江南 保坂　孝隆 相互 岡崎 啓太郎 門原  広憲

16:20 ：

福田公園サッカー場B（テニス側人工芝）

月日 曜日 時間 主審 副審１ 副審２ 指導者

12:10 育英 ： 銀河学院 大嶋　紗弥 相互 大田　琉生 福田  秀孝

13:30 高梁 ： 銀河学院 佐野　生昂 相互 馬野　夢太 山本  亮平

15:00 倉敷古城池 育英 大田　琉生 相互 大嶋　紗弥 福田  秀孝

16:20 高梁 ： 玉野光南 馬野　夢太 相互 佐野　生昂 山本  亮平

 2日目 福田公園サッカー場A（プール側人工芝）

月日 曜日 時間 主審 副審１ 副審２ 指導者

9:30 西大寺 ： 広島城北 大田　琉生 相互 馬野　夢太 古村  英治

10:45 西大寺 ： 新見 来海　考幸 相互 中村　日優 門原  広憲

12:00 倉敷青陵 ： 米子西 馬野　夢太 相互 大田　琉生 石川 晶一朗

13:15 倉敷南 ： 広島城北 中村　日優 相互 来海　考幸 門原  広憲

福田公園サッカー場B（テニス側人工芝）

月日 曜日 時間 主審 副審１ 副審２ 指導者

9:30 倉敷青陵 ： 桜が丘 佐野　生昂 相互 岡崎 啓太郎 石川 晶一朗

10:45 岡山一宮 ： 西脇 保坂　孝隆 相互 相互 山本  亮平

12:00 倉敷南 ： 兵庫県大附 岡崎 啓太郎 相互 佐野　生昂 古村  英治

13:15 岡山一宮 ： 桜が丘 保坂　孝隆 相互 相互 山本  亮平

金

対戦カード

金8月4日

8月5日 土

　　　　　第２７回西日本サッカーフェスティバル　審判割り当て（強化研修会関係分）　　7/26版

対戦カード

8月5日 土

対戦カード

対戦カード

8月4日

 

 

8 月 4 日（金）福田公園サッカー場人工芝での審判実技（主審・副審） 

  

  

8 月 4 日（金）夜ホテルの会議室にて研修会 

  

 

8 月 5 日（土）試合前、江角 RDO のセッション 

  

  



中国地域Ｕ-１８審判員強化研修会の振り返りレポート（審判員） 

 

【 大 嶋 紗 弥 ・ 岡 山 県 】  

１ 今回の研修で、印象に残ったこと・勉強になったことは何ですか。 

  自 分 が 改 善 し た い ポ ジ シ ョ ン が 今 回 の 研 修 会 の テ ー マ だ っ た の で 、指 導 員 の 先

生 か ら 直 し た 方 が 良 い 点 や 良 か っ た 点 を 教 え て く れ て と て も 勉 強 に な り ま し た 。

ペ ア の 人 と 考 え て あ の 場 面 は ど う す れ ば 良 か っ た の か を 考 え る こ と で こ れ か ら

の 審 判 活 動 に 活 か せ る と 思 い ま し た 。  

２  今 回 の 研 修 参 加 に あ た り 事 前 の ト レ ー ニ ン グ は ど う で し た か ？  

十 分 お こ な え な か っ た 。  

自 分 の 習 い 事 の 方 の 強 化 合 宿 が あ っ た の で ト レ ー ニ ン グ が 出 来 な か っ た で す 。  

３ 自分のレフリングについて 

・ストロングポイント（長所）：き ち ん と 素 早 い 判 断 が 出 来 た と 思 い ま す 。  

・課題：少 し ボ ー ル か ら 遠 い の で も う 少 し 近 づ き 選 手 が 納 得 で き る レ フ リ ン グ を

す る 。  

４ 今後の目標と活動について（進路等も含め） 

  今後進学した後に少し余裕があれば２級に挑戦してみたいと思います。 

 

【 中 村 日 優 ・ 岡 山 県 】  

１ 今回の研修で、印象に残ったこと・勉強になったことは何ですか。 

  いつもと違って映像を撮ってくださっていたのでより分かりやすく、良い学びがありまし

た。 

２  今 回 の 研 修 参 加 に あ た り 事 前 の ト レ ー ニ ン グ は ど う で し た か ？  

お こ な っ た が 十 分 と は い え な か っ た 。  

３ 自分のレフリングについて 

・ストロングポイント（長所）：ア シ ス タ ン ト レ フ リ ー と 協 力 す る こ と が よ り 出 来 る

こ と 。 笛 の 音 、 吹 き 方 。  

・課題：争 点 と の 距 離 が 15～ 20ｍ が 適 正 だ が 、30ｍ と か 離 れ す ぎ て し ま っ て い る

こ と が 多 か っ た 。 ポ ジ シ ョ ニ ン グ が 悪 く 、 競 技 者 の 邪 魔 に な っ て い た 。  

４ 今後の目標と活動について（進路等も含め） 

  岡山で誇られるようなレフェリーになれるように頑張ります。大学進学を目標に頑張りま

す。 

  

【 岡 﨑 啓 太 郎 ・ 広 島 県 】  

１  今回の研修で、印象に残ったこと・勉強になったことは何ですか。 

  今 回 の 研 修 会 の テ ー マ は「 良 い ポ ジ シ ョ ニ ン グ の 追 求 」で し た 。1 日 目 の レ フ

ェ リ ン グ で 指 導 者 の 方 に「 ボ ー ル に ば か り に 視 点 が 集 ま っ て い る 」と い う 指 摘 を

さ れ ま し た 。自 分 で は 今 ま で あ ま り 意 識 し て い ま せ ん で し た が 、試 合 後 の 振 り 返

り や 夜 の 研 修 で 映 像 を 確 認 し な が ら 他 の 審 判 員 と 、「 ボ ー ル ホ ル ダ ー か ら そ の 選



手 の 目 線 や 受 け 手 の 方 向 ま で を 同 時 に 見 れ る『 体 の 向 き 』を 作 る こ と で 、多 く の

情 報 得 る こ と が で き 、そ の 後 の 展 開 に も 対 応 し や す く な る の で は な い か 」と 話 を

し ま し た 。そ し て 、 2 日 目 で は 、こ れ ら の 事 を 意 識 し て 試 合 に 臨 み ま し た 。そ の

結 果 、多 く 情 報 が 得 ら れ 、そ の 後 の 展 開 に も 対 応 し や す く な り ま し た 。更 に 、多

く の 情 報 を 得 ら れ た こ と か ら 、プ レ ー の 予 測 も し や す く な り 、プ レ ー に 遅 れ な い

ポ ジ シ ョ ニ ン グ や 、選 手 と ぶ つ か ら な い ポ ジ シ ョ ニ ン グ を と る こ と が で き 、1 日

目 よ り も 良 い ポ ジ シ ョ ニ ン グ を と れ る よ う に な っ た と 感 じ ま し た 。ま た 、「 良 い

ポ ジ シ ョ ニ ン グ 」を す る こ と で ジ ャ ッ ジ の 正 確 性 や 説 得 力 も 生 ま れ て く る と い う

お 話 も し て も ら い 、審 判 に お い て ポ ジ シ ョ ニ ン グ は す ご く 大 切 と い う こ と を 再 確

認 す る こ と が で き ま し た 。こ れ か ら も 更 に 良 い ポ ジ シ ョ ニ ン グ を 追 求 し て い き た

い で す 。  

２  今 回 の 研 修 参 加 に あ た り 事 前 の ト レ ー ニ ン グ は ど う で し た か ？  

十 分 に お こ な っ た 。 事 前 に 審 判 活 動 を 行 い 準 備 し ま し た 。  

３ 自分のレフリングについて 

 ・ストロングポイント（長所）：広 い 視 野 を 確 保 し た レ フ ェ リ ン グ が で き る こ と 。  

・課題：試 合 後 半 に 集 中 力 が 低 下 し 、 判 断 や ポ ジ シ ョ ニ ン グ が 悪 く な る こ と 。  

４ 今後の目標と活動について（進路等も含め） 

  今 後 も た く さ ん の 試 合 で 審 判 を し て 、 も っ と 自 分 の レ フ ェ リ ン グ 技 術 を 高 め 、

２ 級 昇 級 を 目 標 に 頑 張 り た い で す 。今 回 の 研 修 会 で 、指 導 者 の 方 々 や 他 の 審 判 員

と 交 流 し て 多 く の 学 び や 気 づ き が あ り ま し た 。今 回 学 ん だ こ と を 自 分 の レ フ ェ リ

ン グ に 生 か し て い き た い で す 。ま た 、今 回 の 研 修 会 で 多 く の 事 を 学 び 、実 践 す る

こ と で 、成 長 で き た と 感 じ た 部 分 が 多 く あ る の で 、全 国 研 修 や 様 々 な 研 修 会 に 参

加 し 、 よ り 自 分 の レ フ ェ リ ン グ を 高 め て い き た い で す 。  

 

【 馬 野 夢 太 ・ 鳥 取 県 】  

１ 今回の研修で、印象に残ったこと・勉強になったことは何ですか。 

参 加 す る 前 は 他 の 県 の メ ン バ ー と 上 手 く や っ て い け る か 不 安 で し た が 、す ぐ に

仲 良 く な れ て 毎 試 合 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と り な が ら 審 判 活 動 が で き た こ と が

印 象 に 残 っ て い ま す 。良 い ポ ジ シ ョ ニ ン グ の 追 求 と い う 目 的 で 自 分 の 立 ち 位 置 や

視 点 の 動 か し 方 な ど 少 し だ け 変 え て み る だ け で も 見 え る も の が 大 き く 変 わ っ て

く る と い う こ と が と て も 勉 強 に な り ま し た 。  

２  今 回 の 研 修 参 加 に あ た り 事 前 ト レ ー ニ ン グ は ど う で し た か ？  

十 分 お こ な え た 。県 内 の 高 校 の 練 習 試 合 や フ ェ ス テ ィ バ ル に 参 加 し て イ ン ス ト

ラ ク タ ー の 方 や １ 級 審 判 の 方 に も 試 合 を 見 て 指 導 し て 頂 き ま し た 。  

３  自 分 の レ フ リ ン グ に つ い て  

・ス ト ロ ン グ ポ イ ン ト（ 長 所 ）：パ ス を 出 す 方 向 や ボ ー ル が 動 き そ う な 方 向 を 予

測 し て 早 め に 動 き 出 す こ と が で き る 。  

・課 題：ボ ー ル ホ ル ダ ー や パ ス コ ー ス に 近 い と き が あ り 、選 手 と 被 っ て し ま う こ

と が あ る 。 シ グ ナ ル を 出 し 遅 れ た り 、 指 す 方 向 を 間 違 え て し ま う 時 が あ る 。   



４  今 後 の 目 標 と 活 動 に つ い て （ 進 路 等 も 含 め ）  

今 後 は 今 持 っ て い る 課 題 を 修 正 し て い き 2 級 昇 級 を 目 指 し よ り 良 い レ フ リ ン

グ を し て い き た い で す 。そ し て 沢 山 の 試 合 を 経 験 し 、指 導 者 の 方 々 か ら 教 え て

頂 い た こ と を ど ん ど ん 吸 収 し て い き 自 分 の こ れ か ら の 活 動 に 活 か し て い き た

い で す 。  

 

【 佐 野 生 昂 ・ 島 根 県 】  

１  今 回 の 研 修 で 、 印 象 に 残 っ た こ と ・ 勉 強 に な っ た こ と は 何 で す か 。  

ボ ー ル が あ る と こ ろ だ け を 見 る の で は な く 、ボ ー ル 保 持 者 の 目 線 や 声 な ど の 情  

報 か ら 広 く 視 野 を 持 つ こ と で 予 測 が で き 、良 い ポ ジ シ ョ ニ ン グ を と る こ と に つ な

が る こ と が 勉 強 に な り ま し た 。ま た 、カ ー ド の 出 し 方 や 選 手 と の 関 わ り 方 も 学 ぶ

こ と が で き ま し た 。  

２  今 回 の 研 修 参 加 に あ た り 事 前 の ト レ ー ニ ン グ は ど う で し た か ？  

十 分 お こ な え た 。 暑 熱 対 策 や 体 力 的 な 面 の ト レ ー ニ ン グ が で き ま し た 。  

３  自 分 の レ フ リ ン グ に つ い て  

・ ス ト ロ ン グ ポ イ ン ト （ 長 所 ） ： 争 点 と の 距 離  

・ 課 題 ： ボ ー ル に 巻 き 込 ま れ る こ と  

４  今 後 の 目 標 と 活 動 に つ い て （ 進 路 等 も 含 め ）  

  進 学 し て ２ 級 昇 級  

 

【 大 田 琉 生 ・ 山 口 県 】  

１ 今回の研修で、印象に残ったこと・勉強になったことは何ですか。 

  正しく見られる予測の重要性。他県の審判員との関わりでのコミュニケーションの大切

さ。パスコースに入ってしまうなど、ポジショニングと動き方。 

２  今 回 の 研 修 参 加 に あ た り 事 前 の ト レ ー ニ ン グ は ど う で し た か ？  

お こ な っ た が 十 分 と は い え な か っ た  

３ 自分のレフリングについて 

・ストロングポイント（長所）：１ 日 目 よ り は 、２ 日 目 の 方 が 指 導 者 の 助 言 に 気 を つ

け な が ら 動 け た と 思 う 。  

・課題：ポ ジ シ ョ ニ ン グ と 動 き 方 に 気 を つ け 、 よ り 正 し い 判 断 が 出 来 る よ う に し

て い き た い 。  

４ 今後の目標と活動について（進路等も含め） 

  ２級昇級に向けて、協会からの審判依頼など積極的に参加していきたい。 

 

【 保 坂 孝 隆 ・ 山 口 県 】  

１ 今回の研修で、印象に残ったこと・勉強になったことは何ですか。 

  今回の研修で自分のレフェリングのレベルはまだまだ低いですが沢山のことを学ばせて

頂きました。今回のテーマであるポジショニングについては体の角度や足を少し動かすだけ

で視野の角度が広がり、色々な視点で見れるということを学びました。夜の研修会では実際



に見たシーンをビデオを通して確認できて、ポジショニングについて改めて考えることが出

来ました。 

２  今 回 の 研 修 参 加 に あ た り 事 前 の ト レ ー ニ ン グ は ど う で し た か ？  

お こ な っ た が 十 分 と は い え な か っ た 。自 分 は 部 活 を 引 退 し て い る の で 日 々 の 練

習 が な い 状 況 で す が 、自 身 で の ト レ ー ニ ン グ と し て 先 日 の オ ン ラ イ ン 講 習 会 で の

お 話 を も と に 、距 離 の 長 さ を 適 切 に し 、心 拍 数 を 上 げ る こ と 、ス プ リ ン ト 、首 を

振 っ て 走 る こ と な ど の ト レ ー ニ ン グ を 行 い ま し た 。し か し 実 際 は 気 温 が と て も 高

く 、人 工 芝 で あ る と い う 関 係 で 、体 が 思 う よ う に は 動 き ま し せ ん で し た 。こ れ か

ら し っ か り 走 り 込 ん で い き た い で す 。  

３ 自分のレフリングについて 

・ストロングポイント（長所）：良 い ポ イ ン ト と し て は 距 離 が 保 て て い る 、 シ グ ナ

ル が と と の っ て い る 、 走 れ て い る 、 な ど を 指 摘 し て 頂 き ま し た 。 今 回 の テ ー マ

で あ る ポ ジ シ ョ ニ ン グ を 保 ち な が ら も 逆 の 展 開 を 考 え る 、 副 審 と の ア イ コ ン タ

ク ト 、 動 き 方 (バ ッ ク ス テ ッ プ 、 サ イ ド ス テ ッ プ )を 工 夫 す る こ と が 出 来 た と 思

い ま す 。  

・課題：首 を 振 っ て よ く 見 る こ と は 良 い こ と で す が 、 振 り す ぎ で あ る こ と 。 時 計

を 見 る タ イ ミ ン グ 。姿 勢 が 前 か が み で あ る こ と 。ボ ー ル か ら 目 を 切 る シ ー ン が あ

る こ と 。  

４ 今後の目標と活動について（進路等も含め） 

  まだ 4 級ですが、３級取得を目ざして審判活動の幅を広げるためにこれからまずは受験勉

強をしっかりすること、そして審判としてサッカーを支えることが出来たらいいなと思いま

す。改善するところは改善し、よりよいレフェリングが出来るように自身のトレーニングを

工夫してポジショニングをこれまで以上に追求し、審判の楽しさをさらに引き出していきた

いと思います。最後にこのような機会を頂き本当にありがとうございました。これからもよ

ろしくお願いします。 

 

【 来 海 孝 幸 ・ 山 口 県 】  

１ 今回の研修で、印象に残ったこと・勉強になったことは何ですか。 

副審、ボールホルダー、受け手になりそうな選手を見ることができるような位置取りをす

ること。選手の邪魔にならないような場所で見るようにすること。動き出しの後すぐにスプ

リントを入れられるようにすること。 

２ 今回の研修参加にあたり事前のトレーニングはどうでしたか？ 

十分おこなった。 

３ 自分のレフリングについて 

・ストロングポイント（長所）：スプリントを多く入れることができること 

・課題：体の向きや、見る位置、角度をもっと工夫して、より良い位置で見ること。笛のメ

リハリをつけること。 

４ 今後の目標と活動について（進路等も含め） 

勉強と部活をしながら今年中に３級に昇級し、早いうちに２級をとれるようにする。 



 

終わりに 

８月４日（金）・５日（土）の２日間、中国地域 U-18 審判員強化研修会を倉敷市の福田運動

公園サッカー場（人工芝２面）で実施しました。審判員８名（１日のみの参加２名）、指導者

６名、江角 RDO の総勢１５名で昨年に引き続き西日本サッカーフェスティバルの大会１５試合

を主審と副審の審判実技研修をおこないました。 

審判員は今回の研修会のターゲットである「良いポジショニングの追求」に対して、それぞ

れ考えながら取り組んでいました。経験の少なさからどのタイミングで動けば良いか、スムー

ズに争点に近寄るためにどのようなことをしていけば良いか等頭で考えることと実際にピッ

チで表現することの難しさを痛感した様子が伺えました。試合後に指導者と振り返りをおこな

い、なぜそのポジションを取ったのか、どこで見るとより良い判定につながるか等指導者から

問いかけがなされ、審判員自ら考え自分の言葉で説明をすることで、課題がよりクリアになり

ました。 

 また、夜の研修会では主審の動きとポジショニングで良かった点、課題のトピックスを取り

上げ、審判員全員でディスカッションをおこないました。自分の考えをまとめることや他の審

判員の考えを聞くことに少し遠慮がちに臨んでいましたが、もっと積極的に意見交換ができる

よう今後に期待したいです。 

 ５日（土）の会場では、試合前に江角 RDO から良いポジションを取るために大切なこと、意

識すべきことを具体的に審判員に対して問いかけ、解決に向けたアドバイスがありました。審

判員は、これまでの課題を少しでも解決できるよう最後まで取り組み、充実した研修会となり

ました。 

今回の研修会を通して、良いポジショニンを取ることの重要性を再確認できたこと、中国地

域の審判員どうしの交流が図れたこと、同年代の審判員の頑張りに大いに刺激を受けた様子が

伺えました。各県で今後の審判活動につながっていくことを期待したいと思います。 

最後に今回の研修会に審判員・指導者を派遣していただいた各県審判委員会、研修会の場を

提供していただいた岡山県西日本高校サッカーフェスティバル実行委員会、会場の先生方のご

理解とご協力にお礼申し上げます。  

ユース審判員部会長 辻村俊司 


